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バイオ抗体医薬品CDMO事業（受託製造開発事業）を営むRenzoku Biologics株式会社が実施する 

第三者割当増資引受による子会社化に関するお知らせ 
 

 
  当社は本日開催の取締役会において、バイオ医薬品のCDMO事業（受託製造開発事業）を行うRenzoku Biologics株式

会社（以下、Renzoku社）が実施する第三者割当増資において新株を引き受けることを決議いたしましたので、下記のとお

りお知らせいたします。その結果、Renzoku社は当社の連結子会社となる見込みであります。 

 

 

１． 異動の理由 

 

近年のライフサイエンス分野における基礎研究の進展により、医薬品市場におけるバイオ医薬品の割合が増加しており、

バイオ医薬品は医薬品分野の成長領域となっております。他方で、製薬企業における医薬品の開発期間が長期化し、開

発成功率も低下傾向にあります。特に微生物や細胞を利用したバイオ医薬品は、その製造プロセスが複雑であり、製法開

発および製造のための費用は低分子医薬品と比べて著しく高くなります。 

バイオ医薬品、とくに抗体医薬品は、大型培養槽を備えたバッチ生産方式が現在の標準的な生産方法となっています

が、施設設備に対する投資規模が大きく、柔軟な生産スケール調整が難しいなど、少量多品種生産には適していないと

いう課題があります。 

世界の大手製薬会社は、新薬開発を成功させるために、社内だけでなく社外の受託製造能力も最大限活用して開発

を進めておりますが、他方、資金力のない新興企業や研究機関にとってはコストが嵩む大規模なバイオ医薬品製造設備

を利用するのは難しいこともあり、バイオ医薬品産業の水平分業のトレンドが続いているなかにあって、市場には構造的に

満たされていない多くの潜在的需要（アンメットニーズ）が存在しております。 

Renzoku社は、バイオ医薬品生産分野におけるイノベーションを通じて日本の創薬エコシステムの強化に貢献し、バイオ

医薬品を待ち望む世界の患者さんの健康と医療に貢献することをミッションとしております。その実現のために、細胞の培

養工程から目的タンパク質の分離精製工程までを一体化したエンド・ツー・エンドの完全連続生産技術を初めとする、先

進的な生産技術の産業利用を加速することによってイノベーションをもたらし、バイオ医薬品生産分野のアンメットニーズ

に応えることを目指しております。 

当社は、同社への出資を通じて、抗体医薬品の完全連続生産技術の社会実装を支援し、この技術を基盤として新たに

バイオ医薬品のCDMO事業に取り組んでまいります。完全連続生産技術は、培養槽を小型化できるといったメリットがある

ため生産スケールの可変性が高く、少量多品種生産に対してもフレキシブルな対応ができるほか、高い生産効率とコスト

効率を実現しうる次世代の生産方式です。 

当社がこれまでEMS業界のリーディングカンパニーとして深化させてきたDX/ICTを駆使したデータ化・定量化・可視化・

リモート化等のオペレーションマネジメントや自動化・省人化の技術の組み合わせを、バイオ医薬品の連続生産のための

オペレーションにも応用し、エレクトロニクス業界で先行している水平分業におけるグローバルな経験を次世代のバイオ医

薬品工場の実現に活かしてまいります。 
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２． 異動の方法 

 ２０２４年３月１１日付けでRenzoku社が実施する新株の第三者割当増資を引き受けるものであります。 

 

      Renzoku社の発行済み株式数 

 （増資前）    7,500,000株 

 （増資後）  185,625,000株 

増資後、178,125,000株（保有比率９６％）（金額23億7,500万円）を第三者割当で引き受ける。 

（注） 増資後の資本金  1,195百万円 

 

 

３． 異動する子会社の概要 

（１） 商号 Renzoku Biologics株式会社 

（２） 所在地 東京都千代田区丸の内1-8-3 丸の内トラストタワー20階 

（３） 代表者 代表取締役 久保庭 均 

（４） 設立 2023年８月22日 

（５） 資本金 750万円 

（６） 大株主および 

出資比率 

久保庭 均 30.0％、 Edward David Peter Willems 30.0％ 

他、個人株主3名 

（７） 決算期 12月 

（８） 主な事業内容 バイオ抗体医薬品の受託開発製造等 

（９） 上 場 会 社 と 

    当該会社の関係 

資本関係 
当社との間に資本関係はありません。また、当社の関係者及び関係会社

と当該会社及び関係会社の間には、資本関係はありません。 

人的関係 当社の役員および幹部社員が当該会社の役員に就任予定であります。 

取引関係 
当社との間に取引関係はありません。また、当社の関係者及び関係会社

と当該会社及び関係会社の間には、取引関係はありません。 

 

 

４． 日程 

2024年３月８日  取締役会決議 （本日） 

2024年３月11日  出資金払込 (予定) 

 

 

５． 今後の見通し 

出資が完了した時点でRenzoku社は当社の連結子会社となる見込みでありますが、当社の2024年12月期の連結業

績予想につきましては、業績予想の修正が必要になった場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

以上 


